
　リズムと同期の現象は，自然界や人工世界のいたるところに見出される普遍的な現象である。その研究は，

生命科学，工学，情報科学等にまたがる横断的な一科学分科として，近年その重要性がますます認められつ

つある。

　数理の立場からは，リズム・同期現象の理解にとって「縮約」という考え方は欠かすことのできないも

のである。縮約とは，複雑な非線形発展方程式を，その本質を損なうことなくより単純な形に縮減する

ことである。物理学では，気体運動論におけるBoltzmann方程式から流体力学方程式を導いたEnskog-

Chapmanの理論（1916～1917）に見られるように古くから存在する考え方である。

　この講演では，現実のリズム・同期現象の諸相をまず示す。次いで，この現象の理解にとって縮約理論は

なぜ必要か，どのような条件下で縮約は可能か，これまでにどのような縮約法が提案されているか，縮約に

よって具体的に何がわかるのか，等について，講演者のこれまでの試行錯誤も織り交ぜながら話したい。ま

た，リズム・同期に限らず，非線形現象の科学一般にとって縮約がもつ意義にも言及したい。
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2010年7月7日（水） 16:30～18:00
慶應義塾大学日吉キャンパス　来往舎2階 大会議室

参加費：無料（学生の来場歓迎）
塾外の方はセンターへ事前申し込み必要（塾内の方は不要）


